
戸外遊びの後、室内にて楓の葉の教具を準備した。戸外と同じように葉

を並べたり、比べたりしながら完成させる姿があった。その後の散歩で

も楓の葉が落ちているのに気づいて拾おうとしたり、別の葉も見つけ

て、違いに気付いたりして、より広がりを感じる事ができた。 

1１月の職員会議で内容を共有した。 

とうきょうすくわくプログラム活動報告書 

保 育 園 名 日向和田保育園（2 歳児） 

日  時 ２０２５.11.12 

１．活動のテーマ 

〈テーマ〉 

 

 

 

〈テーマ設定の理由〉 

 

 

 

 

２．活動スケジュール 

 

 

 

 

 

３．探究活動の実践  〈活動の内容〉 

 ・活動のために準備した素材や道具、環境の設定 

 

 

 

 

 

  

 

・活動中の子どもの姿・声、子ども同士や保育士との関わり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．振り返り 

 

 

 

自然 

戸外遊びの中で落ち葉を集め遊ぶ姿が増えてきたことや、数量や

大きさの違いの発見を楽しむ児が増えてきたから。 

戸外遊びの中。 

登園児 5 名での活動。 

・落ち葉 

・楓の教具 

 

 

 

 

落ち葉を拾い集めたり、「見て大き

い！」と葉の後ろに顔を隠してみたり

する児がいた。そのうち地面に置き始

める児がいた為「どっちの方が大きい

かな？」と声を掛けてみた。すると、

「こっち」と言いながら並べ替える児

が出てくる。「もっと」と周囲の児が再

度葉を持ってきて、同じように並べ始

めた。どんどんと線路のように長くな

っていく中、既にある葉の上に自分の

葉を置いて大きさを比べたり、「これは

緑だね」等と色の違いを話す児が出て

きた。長くなってきたところで満足し

た児から、別の遊びに移行していっ

た。 

 


